
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
比
べ
南
部
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
方
が
多
い
が
。

6

南
部
エ
リ
ア
の
ほ
う
が
収
集

ル
ー
ト
に
狭
い
道
路
が
多
く
交
通

量
も
多
い
。
ま
た
、
集
積
場
の
増

加
や
集
積
場
付
近
に
交
差
点
が
あ

る
た
め
に
、
作
業
を
急
ぐ
気
持
ち

か
ら
運
転
の
集
中
力
を
欠
い
た
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

5

現
場
は
事
故
が
多
発
す
る
場

所
な
の
か
。
ま
た
、
多
発
す
る
場

所
な
ら
ば
道
路
の
形
態
や
信
号
等

何
か
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

6

過
去
に
職
員
が
追
突
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
事
故
が
起
こ
り
や

す
い
場
所
で
あ
る
。
今
後
、
市
の

道
路
関
係
及
び
交
通
関
係
の
部
署

と
調
整
し
て
い
く
。

●
市
立
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収

条
例
の
一
部
改
正

5

公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業

料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就

学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
市
立
柏
高
等
学

校
の
授
業
料
を
徴
収
し
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
国
か
ら
は
ど
の
よ
う

に
交
付
さ
れ
る
の
か
。

力
を
し
て
い
き
た
い
。

5

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車

を
取
得
す
る
た
め
の
市
債
の
借
り

入
れ
先
と
利
率
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
県
の
補

助
金
は
い
つ
入
金
さ
れ
る
の
か
。

6

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車

取
得
に
係
る
市
債
に
つ
い
て
は
、

現
在
申
請
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
借
り
入
れ
先
及
び
利
率
と

も
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。
受
注
者

に
は
一
般
会
計
歳
出
予
算
か
ら
検

査
完
了
後
に
支
払
い
、
補
助
金
は

来
年
４
月
の
出
納
整
理
期
間
中
に

歳
入
と
し
て
受
け
入
れ
る
。

●
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例

5

名
称
の
変
更
に
よ
っ
て
不
利

益
を
こ
う
む
る
人
は
い
な
い
の
か
。

6

不
利
益
を
こ
う
む
る
人
は
い

な
い
。
あ
く
ま
で
も
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
っ
て
、
土
地
の
名
称

が
変
更
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

●
示
談
の
締
結
及
び
損
害
賠
償
の

額
の
決
定

5

交
通
事
故
件
数
が
北
部
ク
リ

か し わ 市 議 会 だ よ り（３）平成22年11月１日 第184号

市長から提出された条例や財産の取得な
どの議案について、各委員会で審査の集中
したものをお知らせします。

委員会審査

質

問

者

と

質

問

項

目

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
人
３
項

目
に
限
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録

画
映
像
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

石
井
昭
一

事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

学
区
外
就
学
の
弾
力
化
に
つ
い
て

後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

塚
本
竜
太
郎

学
校
給
食

脳
脊
髄
液
減
少
症

平
和
教
育

小
松
幸
子

事
業
仕
分
け

熱
中
症
対
策

高
齢
者
の
安
否
確
認

武
藤
美
津
江

平
和
行
政
基
本
条
例
の
制
定
を

国
保
料
・
税
金
の
負
担
軽
減
を

障
害
者
施
設
の
運
営
は
直
営
で

助
川
忠
弘

風
早
北
部
小
近
隣
の
学
区
整
備

子
ど
も
図
書
館
の
利
用
促
進

ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
改
修
に
つ
い
て

松
本
寛
道

債
務
残
高
の
縮
減

子
ど
も
の
青
少
年
セ
ン
タ
ー

生
物
多
様
性
の
保
全
を

高
城
早
苗

後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

う
つ
病
対
策
に
つ
い
て

永
野
正
敏

40
万
人
都
市
と
な
っ
て

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

公
用
車
の
管
理
に
つ
い
て

日
下
み
や
子

千
代
田
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
存
続

適
正
な
介
護
認
定
調
査
を

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

村
田
章
吾

財
政
改
革
＼
再
建
計
画
の
策
定

福
祉
＼
生
活
保
護
の
運
用
改
革

医
療
改
革
＼
薬
剤
コ
ス
ト
削
減

宮
田
清
子

Ｐ
Ｃ
の
リ
ー
ス
契
約
は
入
札
で

公
共
施
設
の
農
薬
散
布
は
中
止
を

借
金
残
高
を
減
ら
す
計
画
は

●
財
産
の
取
得
（
災
害
対
応
特
殊

救
急
自
動
車
）

5

救
急
車
の
運
用
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

6

救
急
車
の
出
動
は
昨
年
に
比

べ
て
、
９
月
の
時
点
で
約
９
３
０

件
増
加
し
て
い
る
。
救
急
隊
は
10

隊
編
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
す
べ

て
出
動
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

手
賀
東
部
地
区
分
署
の
建
設
に
伴

っ
て
、
状
況
は
改
善
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
救
命
率

向
上
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
努

総

務

委

員

会

市
民
環
境
委
員
会

6

22
年
度
の
市
立
柏
高
等
学
校

へ
の
交
付
金
は
、
９
９
８
６
万
２

７
１
８
円
で
、
４
期
に
分
け
て
市

へ
交
付
さ
れ
る
。

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

5

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を

指
定
管
理
者
で
運
営
し
て
い
る
と

き
は
、
生
活
介
護
、
自
立
介
護
、

就
労
継
続
支
援
は
行
え
な
か
っ
た

の
か
。

6

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
条

例
で
は
、
給
付
費
等
の
対
象
に
な

る
事
業
に
移
行
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
も
し
行
う
な
ら
ば
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
の
条
例

を
制
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

5

前
回
の
保
険
料
改
定
で
高
額

所
得
者
の
部
分
で
値
上
げ
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、

お
お
む
ね
値
下
げ
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
第
４
段
階
が
値
上

げ
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
介
護

保
険
事
業
財
政
調
整
基
金
に
約
１

億
１
０
０
０
万
円
を
積
み
立
て
る

と
の
こ
と
だ
が
、
前
回
の
改
定
で

保
険
料
を
値
上
げ
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
か
。

6

そ
も
そ
も
市
の
土
地
開
発
公

社
が
買
う
予
定
で
あ
っ
た
が
無
理

で
あ
っ
た
た
め
、
県
の
土
地
開
発

公
社
に
購
入
を
依
頼
し
た
。
そ
の

際
、
平
成
20
年
３
月
で
買
い
戻
す

約
束
を
し
て
い
た
が
、
市
の
財
政

事
情
等
の
理
由
で
、
こ
れ
を
平
成

25
年
３
月
ま
で
５
年
間
延
伸
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
再
延
伸
は
難
し

い
た
め
、
県
公
社
の
分
を
先
に
買

い
戻
し
て
い
る
。
な
お
、
23
・
24

年
度
に
は
そ
れ
ぞ
れ
約
12
億
円
ず

つ
買
い
戻
し
を
予
定
し
て
い
る
。

●
市
道
路
線
の
認
定

5

道
路
が
一
部
完
成
し
て
い
な

い
も
の
が
あ
る
が
、
な
ぜ
未
完
成

部
分
を
含
め
た
道
路
全
体
を
認
定

す
る
の
か
。
で
き
上
が
っ
て
い
る

部
分
の
み
を
認
定
す
れ
ば
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

6

路
線
認
定
は
、
供
用
す
る
部

分
と
い
う
よ
り
も
ど
こ
か
ら
ど
こ

ま
で
を
通
る
の
か
と
い
う
こ
と
が

主
眼
で
あ
る
。
で
き
上
が
っ
た
部

分
の
み
を
先
に
認
定
し
て
し
ま
う

と
、
後
で
廃
止
し
再
度
認
定
す
る

と
い
う
作
業
が
発
生
し
、
煩
雑
と

な
る
た
め
、
全
体
を
認
定
し
、
で

き
た
部
分
の
み
を
供
用
開
始
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

6

介
護
保
険
の
給
付
費
は
毎
年

約
15
億
円
ず
つ
伸
び
て
い
る
。
保

険
料
は
３
年
間
の
ト
ー
タ
ル
で
考

え
改
定
し
て
お
り
、
次
年
度
は
今

回
の
よ
う
な
額
を
積
む
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

5

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
す
る
目
的
は
何
か
。

6

本
市
に
は
障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
が
な
く
、
民
間
事
業
所

に
就
労
支
援
を
お
願
い
し
て
い
る
。

障
害
の
あ
る
方
が
一
般
就
労
し
て

い
た
だ
く
に
は
、
現
状
で
は
不
十

分
と
感
じ
、
障
害
者
の
就
労
支
援

を
促
進
す
る
た
め
、
市
直
営
の
セ

ン
タ
ー
開
設
に
向
け
取
り
組
む
も

の
で
あ
る
。

●
財
産
の
取
得
（
こ
ん
ぶ
く
ろ
池

公
園
用
地
）

5

本
市
の
土
地
開
発
公
社
か
ら

の
買
い
戻
し
が
ま
だ
あ
る
中
、
県

の
土
地
開
発
公
社
か
ら
の
買
い
戻

し
を
先
に
す
る
理
由
は
何
か
。
ま

た
23
・
24
年
度
に
は
、
県
の
土
地

開
発
公
社
か
ら
ど
の
程
度
買
い
戻

し
を
す
る
の
か
。

教
育
民
生
委
員
会
　

建
設
経
済
委
員
会

▼
千
代
田
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
存
廃

問
題

5

市
は
千
代
田
近
隣
セ
ン
タ
ー

の
廃
館
に
つ
い
て
は
地
域
住
民
と

利
用
者
の
意
見
を
た
だ
聞
く
だ
け

と
い
う
態
度
に
終
始
し
て
い
る
。

市
民
本
位
の
市
政
を
実
現
す
る
な

ら
、
地
域
住
民
等
の
願
い
に
誠
意

あ
る
回
答
を
す
べ
き
で
は
。

6

廃
館
後
の
対
応
に
つ
い
て
も

十
分
に
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
も
町
会
や
住
民
の
要

望
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
話
し
合

い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

5

近
隣
セ
ン
タ
ー
の
Ｃ
館
は
千

代
田
を
含
め
て
４
カ
所
あ
る
が
、

今
後
の
方
針
は
。

6

千
代
田
近
隣
セ
ン
タ
ー
以
外

の
Ｃ
館
は
鉄
骨
づ
く
り
や
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
の
た
め
、
今

後
20
年
間
か
ら
30
年
間
は
使
用
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
施
設
の
老

朽
化
に
伴
い
、
継
続
が
困
難
と
な

っ
た
場
合
は
廃
館
と
す
る
。

▼
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

5

若
者
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

6

夏
休
み
に
中
学
生
が
体
験
で

き
る
市
民
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

情
報
を
市
内
の
公
立
中
学
校
を
通

じ
て
提
供
し
た
。
多
く
の
中
学
生

や
情
報
を
見
た
高
校
生
が
参
加
し

た
と
聞
い
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
将
来
の
担
い
手
と
し
て
期
待

し
て
い
る
。

▼
財
政
調
整
基
金

5

財
政
調
整
基
金
は
、
万
が
一

の
事
態
に
備
え
て
お
く
も
の
で
あ

り
、
初
め
か
ら
繰
越
金
を
期
待
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う

に
予
算
措
置
す
べ
き
で
は
。

6

予
算
編
成
に
お
い
て
財
源
が

不
足
す
る
場
合
は
、
財
政
調
整
基

金
を
当
初
の
段
階
か
ら
機
動
的
に

活
用
し
て
き
て
い
る
。
繰
越
金
の

額
が
は
っ
き
り
と
読
め
な
い
こ
と

か
ら
、
財
源
と
し
て
財
政
調
整
基

金
を
見
込
ん
で
い
る
。

▼
債
務
残
高

5

本
市
が
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
る
原
因
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
の
開
業
及
び
沿
線
地
区
開
発

関
連
事
業
や
第
二
清
掃
工
場
整
備

事
業
等
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と

考
え
る
が
、
市
長
も
同
じ
認
識
か
。

6

主
に
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
土
地
区
画
整
理
事
業
に
か
か

わ
る
債
務
を
中
心
に
、
市
が
土
地

開
発
公
社
か
ら
買
い
戻
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
土
地
保
有
残
高
が
２

０
０
億
円
を
超
え
て
い
る
な
ど
、

市
の
財
政
規
模
と
比
較
し
て
債
務

残
高
が
多
い
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
市
債
の
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
す
る
な
ど
、

債
務
残
高
の
着
実
な
縮
減
を
図
る

と
と
も
に
、
土
地
開
発
公
社
か
ら

の
買
い
戻
し
を
促
進
し
、
将
来
負

担
の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

▼
財
政
改
革

5

後
期
基
本
計
画
の
中
に
、
市

債
発
行
額
や
財
政
調
整
基
金
の
積

み
増
し
額
の
目
標
値
を
設
定
す
る

な
ど
、
財
政
の
運
営
の
枠
組
み
を

定
め
て
は
ど
う
か
。

6

安
定
的
で
継
続
可
能
な
財
政

運
営
の
確
立
を
目
標
と
し
て
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
、
基
金
残
高
に
係
る
指
標
、

市
債
残
高
な
ど
将
来
負
担
を
判
断

す
る
指
標
の
３
つ
の
財
政
指
標
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。
具

体
的
な
数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、

後
期
基
本
計
画
及
び
行
政
改
革
大

綱
に
位
置
づ
け
る
考
え
で
あ
る
。

千代田近隣センター

中
沢
裕
隆

道
徳
教
育
の
充
実

事
業
仕
分
け
の
改
善
点

地
球
温
暖
化
対
策

小
泉
文
子

期
日
前
投
票

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

高
柳
駅
周
辺
整
備

小
林
敏
枝

事
業
仕
分
け
・
新
中
央
図
書
館

弁
当
の
日
・
柏
の
葉
野
球
場

大
津
川
の
無
名
橋
に
名
前
を

古
川
隆
史

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

職
員
人
件
費

審
査
請
求
へ
の
対
応

末
永
康
文

事
業
仕
分
け

高
柳
区
画
整
理
事
業

近
隣
セ
ン
タ
ー
問
題

本
池
奈
美
枝

平
和
行
政
の
推
進

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

市
立
か
し
わ
幼
稚
園
の
存
続

渡
部
和
子

北
部
巨
大
開
発
は
見
直
し
を

高
齢
者
等
へ
の
熱
中
症
対
策

花
野
井
カ
ド
ヤ
脇
の
安
全
対
策

平
野
光
一

福
祉
教
育
重
視
の
公
約
実
現
を

破
綻
し
た
北
部
開
発
を
見
直
せ

土
壌
汚
染
の
情
報
隠
し
究
明
を

市
村
　
衛

前
市
長
と
の
政
策
の
違
い
を
明
確
に

高
齢
者
に
優
し
い
街
づ
く
り

学
校
建
設
部
門
を
市
長
部
局
に

市

民

生

活

財

政

議会だよりに関する皆さんのご意見をお寄せください。次回の議会だよりの発行は、１月１日（土）です。


